令和７年度那珂川市防災士養成講座
受講申込書
	※提出期限日　令和７年8月2２日　（金）
提出方法：窓口持参もしくは以下の方法にてご提出ください。
1 郵送：〒811-1292　那珂川市西隈1-1-1　安全安心課
2 FAX番号：092-953-3049
3 電子メールアドレス： anzen@city-nakagawa.fukuoka.jp
提出先：那珂川市　市民生活部　安全安心課　危機管理担当　宛




	行政区名
	

	受講者名
	

	ふりがな
	

	生年月日
	西暦　　　　　年　　　月　　　日　生　　　（　男　・　女　　　　歳）
（昭和・平成　　　　年）

	住　　　所
	

	電話番号
	

	メールアドレス
	

	特例制度該当の有無
	　　　有　　　・　　　無　　　※裏面を確認し、いずれかに〇をして下さい。

	
	有の場合：職名　　　　　　　　　　　　　　　階級　　　　　　　　　　　　　　　


■救急救命講習受講希望（いずれかに〇）　　　　　　　　　　　　　　有　　　・　　　無　　　
※有の場合は、以下もご記入ください。
	希望順位
	実施希望日時
	会場

	1・2・3
	令和7年11月　2日　（日）9：30～12：45　　
	市役所2階第1・2会議室

	1・2・3
	令和7年11月　8日　（土）9：30～12：45
	

	1・2・3
	令和7年11月　9日　（日）9：30～12：45 
	


　※希望順位の欄のいずれかに〇をしてください。（最高3順位まで）、各日程30名の受講者上限を設けています。第一希望とは異なる日程となる可能性もありますので、予めご了承ください。
<申込にあたっての確認事項>　
①以下をご一読のうえ、以下の内容に同意いただける場合は、□に✔をご記入ください。
	· 那珂川市内に居住し、居住地域における自主防災組織の防災活動に今後３年間参加する意思があります。
· 養成講座・試験の受講日までに防災士教本及び履修確認レポートにて自主学習し、指定の日までに履修確認レポートを提出することを承諾します。
また、講座は全講目を受講し、防災士試験を受験し、試験合格後は防災士認証登録に関する所定の手続きを行うことを承諾します。
· 日本防災士機構が防災士認証要件として認める救急救命講習（別紙1）のいずれかを受講します。
· 記載した個人情報は那珂川市が防災士に関する名簿を作成し、養成講座・試験の受講に関する手続きのほか、研修・訓練・シンポジウム等の防災に関する取組みの開催情報をお知らせする場合や、その実施に関するご協力をお願いする場合に利用することに同意します。
· 養成講座・試験は、災害発生や受講希望者が極端に少ない場合など、日本防災士機構の定める開催条件に満たない場合等は、開催が延期・中止となることに同意します。
· 受講申込書は、受講を決定するものではないことを理解し、受講希望者が多数の場合は、受講できない可能性があることに同意します。
· 受講申込後に申込者の都合により養成講座・試験の受講を中止する場合は、配布した防災士教本等、市が求めるものを遅滞なく返却することに同意します。
· 別紙2のとおり、日本防災士機構の定める「個人情報の取扱いについて」の内容を理解し、同意します。




②防災士資格取得に関する特例制度の対象者でないかご確認ください。
日本防災士機構は、防衛省、警察庁、全国消防長会、日本消防協会及び日本赤十字社との個別協議に基づき下記条件に掲げる者に限定して防災士資格取得にかかる特例を設けています。具体的には以下の通りです。対象となる場合は申込書表面にご記入ください。

表　防災士資格取得に関する特例制度（概要）
	特例
	階級等
	講座の履修
	防災士試験の合格
	救急救命講習

	自衛官特例
	3尉以上
	免　　除
	免　　除
	受講必須

	
	3曹～准尉
	免　　除
	試験の合格が必須
	受講必須

	警察官特例
	警部補以上
	免　　除
	免　　除
	受講必須

	
	巡査部長
	免　　除
	試験の合格が必須
	受講必須

	消防吏員特例
	消防士長以上
	免　　除
	免　　除
	免　　除

	
	消防副士長・消防士
	免　　除
	試験の合格が必須
	免　　除

	消防団特例
	分団長以上
	免　　除
	免　　除
	免　　除

	日本赤十字社特例
	救急法救急員認定者
及び指導員認定者
	機構の指定する特例研修（6項目以上）を受講する
	試験の合格が必須
	日本赤十字社の定めた基本要件を満たす



